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	参加申込締切
	１１月４日（水）
	１５時
	２０２６年度春期
	2027.3.2(火)～3.24(水)

	288,200
	韓国語学・文化
	体験研修
	大谷学園国際交流基金奨励金対象プログラム
	50,000円×4名給付！
	ソウルにある協定校Kyung Hee University(慶煕大学)で
	約３週間の韓国語学習と文化体験［学生寮に宿泊］
	Intensive Course Program


	研修参加申込にあたっての注意事項
	海外研修の大きな目的の一つは、語学力の向上のみならず、国際理解の感覚を養うことでもあります。
	この研修を通して、多くのことを学びとってください。
	▼申込にあたって
	・ 集中講義や各種講座等と重なる場合がありますので、各自支障がないことを確認した上で申込してください。
	・ 渡航関連費用、授業料等はすべて個人負担となります。
	・ 大変混み合う時期・路線のため、航空便・運賃・行程に変更が生じる場合があります。
	また、それに伴い滞在先、費用も変更となる場合があります。
	・ 航空券手配を確実に行うため、状況に応じて参加申込順に予約手配を行う場合があります。
	また、手配の関係上、申込後のキャンセルは原則としてできませんので、予めご承知おきください。
	※キャンセル費用は自己負担となります。
	・ 研修費用の支払いは研修開始約1ヶ月前を予定しています。支払い方法など詳細は渡航前説明会で案内します。
	・ 最少催行人数は1名ですが、参加決定人数が10名未満の場合、運賃・行程の一部を変更する場合があります。
	また、国際情勢により中止することもありますので、予めご了承ください。
	▼本学における科目履修について
	・ 研修参加にあたりWEBでの履修登録は必要ありません。国際教育交流センターより教務課へ履修届を提出します。
	ただし、学部・学科・学年により取扱が異なりますので、国際教育交流センターへ事前に確認してください。
	・ 研修実施前に参加者を対象とした複数回の事前授業やオリエンテーション、各種説明会（渡航・危機管理等）、
	語学レッスン、研修実施後に事後授業を行います。必ず全て受講してください。日程は国際教育交流センター
	からお知らせします。※参加者の履修状況や担当教員のスケジュールにより日程が変動する場合があります。
	・ 単位認定は、事前・事後授業への参加および研修先大学の出席状況や課程修了証書をもとに判断します。
	▼研修費用について
	　　概算　約288,200円　内訳　
	　　★現地研修費用
	　　3週間プログラム料金  ₩1,640,000（約192,900円）
	[上記に含まれるもの：授業料、申請料、学生寮費、教材費]
	　　※上記に含まれないもの
	文化体験プログラム費、食費
	　　★渡航関連費用（参加者10名未満の場合）
	往復航空券・渡航手続料 66,000円
	燃油サーチャージ・空港諸税等 29,250円　
	※2　計 95,250円
	※1　2026年8月現在、₩100あたり11.76円で試算。
	※2　2026年8月現在の運賃、料金で計算。
	※ 出発約1ヶ月前頃の研修費お支払い時の為替レートにて、
	最終研修費総額が決定します。
	▼海外旅行保険代 / キャンセル費用
	・ 本学が指定する海外旅行保険等への加入が義務付けられます。
	詳細は渡航前説明会で案内します。
	・ キャンセル費用について、渡航関連費用、現地研修費用等は
	参加申込後から所定の料金がかかります。予めご了承ください。

	▼旅行取扱・支払先（現地研修プログラムを除く）　株式会社ＪＴＢ大阪教育事業部
	大韓航空
	大阪大谷大学
	慶煕（キョンヒ）大学
	09:00
	11:05
	関西空港発 KE722→仁川空港
	仁川空港着　公共交通機関で慶煕大学へ
	15:10
	17:00

	仁川空港発 KE725→関西空港
	関西空港着、解散


	慶煕大学にて韓国語研修・文化体験［学生寮滞在］
	※研修費用は参加者10名未満の場合の概算。燃油サーチャージ・空港諸税等含む。人数や為替変動による変更あり。
	※海外旅行保険加入料等、留学生サポートラインなど諸費用が別途必要。
	2026年度 大谷学園国際交流基金奨励金制度
	本学学生の海外研修推進と提携大学との交流促進を目的として、参加決定者のうち奨励金申込者の中から一定の審査通過者に
	1人あたり5万円の奨励金が適用される場合があります。
	奨励金申込希望者は研修申込フォームの該当欄に必ずチェックしてください。



